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研究の概要 
本研究は，軟体動物の貝殻形成，つまり(1)貝殻分泌細胞の分化，（2）貝殻の分泌（石灰化），
そして貝殻の形態形成（特に巻貝の巻き）に関与する遺伝子と遺伝子産物を網羅的に探索
し，軟体動物の貝殻形成メカニズムとその進化過程を解明し，さらに軟体動物ゲノムプロ
ジェクトの日本における研究拠点を形成することを目的としたものです． 
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１．研究開始当初の背景・動機 ４．研究の主な成果 
 貝殻は個体発生過程を記録しており，また

硬いため化石記録が豊富です．そのため軟
体動物は古生物学と進化発生学の接点であ
り，ゲノムプロジェクトの重要な標的です．
にもかかわらず，貝殻形成の分子機構はほ
とんど分かっていなかったため，本研究を
計画しました． 

(1)殻体形成のマスター遺伝子 
カサガイのPatella vulgataで貝殻腺の
周縁で発現することが知られている転
写調節因子 engrailed 分泌成長因子
decapentaplegic (dpp)のモノアラガイ
での相同遺伝子を単離し，発現パターン
を調べました．その結果e grailedは他の
軟体動物と同様に貝殻腺の周縁におい
て発現している（図Ａ，Ｂ，Ｃ黒実線）
一方で，dppはカサガイとは異なり，陥
入している貝殻腺で発現し，しかもその

と
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右側（図Ｂ，Ｄ白実線）で発現している
ことを発見しました（Iijima et al. 2008）． 

 
２．研究の目的 
(1)貝殻形成のマスター遺伝子（それが機能
しないと巻貝がナメクジのようになってし
まうもの），(2)貝殻結晶の沈着，阻害，結
晶多形制御など貝殻分泌の制御因子，そし
て(3)貝殻の左右非対称性の制御因子（正確
な等角らせんの巻きを制御している因子）
を単離・同定し，その機能を明らかにする
ことによって，貝殻の進化過程や進化機構
を考察することを目的とします． 
 
３．研究の方法 

 
淡 水 生 巻 貝 モ ノ ア ラ ガ イ Lymnaea 
stagnalis を主たる研究対象とし，RT-PCR
法や HiCEP 法によって目的の遺伝子を単
離し，DNA シーケンサー（主な購入設備）
を用いて塩基配列を決定します．その配列
をもとに in situ hybridization による発現
解析や RNA 干渉法による機能解析を行い
ます． 
 



 ５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 
本研究で得られた成果は，関連分野での世
界の第一線の研究者による総説にも大きく
とりあげらており（たとえば Marin et al. 
2008，Current Topics in Developmental 
Biology, 80, 209-276; Zhang and Zhang, 
2006, Marine Biotechnology, 8, 572-586
など），世界的に高い波及性と大きな学術的
価値・インパクトを示しています． 

（2）貝殻分泌の制御タンパク質  
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